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草稿』十三冊）にも見いだされず、管見の限りこれが唯一の伝本である。養鸕徹定と松本白華は、教部省時代（一八七二～七）に徹定が教導職、白華が官吏として交流があり、その縁で本書が白華の蔵書に加えられたと考えられる。明治五年からは小栗栖香頂ら よる東本願寺の清国開教が開始されており、のち明治十年から彼自身が上海の別院を拠点に開教に従事する白華にとって、本書は清国事情としても一定の価値を有したと考えられる。
　次に、書誌について記せば、本書は写本一冊、半紙本袋綴
じ、全五十一葉。装釘は四穴を上下二箇所で紙縒をもちいて仮綴じにしている。共紙表紙には左肩に本文と同筆 打付け書で外題「瓊浦筆談 　一」と、中央上部にもとの函架を示すと見られる「帝」字を記した紙片 「
6.8.14/ 　
/2331 」と記した図書

















十四日、徹定が鉄翁禅師 春徳寺に訪ねたとき、鉄翁禅師は金嘉穂から贈られた詩を示して徹定に金嘉穂を紹介し 徹定が七絶を金嘉穂に って来会 求 たこと はじま
る（７）
。その後、明





定が金嘉穂のもとを訪問した。徹定はまず自著『釈教正謬初破』を示して斧正を請い、清朝の耶蘇教政策を問うた。金嘉穂は儒釈道につい 一通り見解を述べ、 対する否定的見解を表明し耶蘇教については取り立てて弁駁するまでもないと、長文を草 て回答 た（
３ウ～４ウ
） 。これによって徹定
は金嘉穂の学問識見を信頼したと見られ、次に数種の古写経を金嘉穂に示して跋 請うた。この時 古写経は、 『大楼炭経』『海龍王経』 『菩薩処胎
経（８）
』であったと考えられる。直ちに貴重





を恐らくその寓房 した大音寺に訪う は撰文した「釈教正謬初破序」 （
12オ～
14オ












































経』巻尾 紙を継ぎ足す作業 上手 いかなかっ ので、徹定は書き直してほしいと申し出た（
21ウ
） 。また、徹定から金嘉
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て紹介する所以である。注（１） 　神田喜一郎の「幕末から明治にかけて同寺（知恩院）に
住した養鸕徹定という学僧が蒐集したもので、明治のはじめ、中国から来た金嘉穂という人に見せ ところから特に中国の学者の間で喧しくなった」 （ 「古写経のはなし」 『墨林間話』 、一九七七、岩波書店、二〇〇頁）という言及は、 『菩薩処胎経』の評価者として金嘉穂をとり上げている点で貴重であるが、帰国後の金嘉穂が『菩薩処胎経』を喧伝したことは管見 かぎり資料がな 、後年の公使館員（何如璋・張斯桂）の跋文揮毫と金嘉穂による評価との関係も未詳。
（２） 　金嘉穂に関する資料としては、岡田篁所『滬呉日記』




年の詩壇概況」 （ 『東華』一集、一九二八・八）や『名古屋市史』にその名古屋での活動が言及され、尾張藩での授業生に森槐南・奥田抱生・永阪石埭・水野大路らがいたことが知られている。著述には、 『泉志校誤 （清・徐士愷輯『観自得斎叢書』所収）がある。一方、 「幕末維新の仏教界管見」 （ 『古経堂詩文鈔』別冊 三三頁、徹定上人遺文集刊行会、一九七七）では、 「金嘉穂と金
邵ママ
の両氏がいかなる
経歴の持ち主であるか詳らかでない」 し そ 後の『知恩院の仏教美術』 （一九九〇 京都国立博物館編・知恩院発行）の列品解説でも、徹定収集に かる古写経の跋者として金邠と金嘉穂の両表記が見られ、同一人物と認識していないごとくである。 『支那三百画家伝』に来日当時二十七、八歳とするのは、信据しがたい。
（３） 　徹定の伝記については、寺本哲栄編『徹定上人』 （総本





る。徹定の仏経文献研究としては、 『闔山所蔵古本捜索録』 （一八五二） 、 『古経捜索録』二巻（神田喜一郎旧蔵、一九七三影印） 、 『古経題跋』 （一八六三序 明治初期木活刊、のち『解題叢書』所収）がある。
（４） 　木本弘昭「徹定上人年譜稿（増訂） 」 （ 『仏教文化研究』
三六、一〇一頁、一九九 ）では、明治三年十一月に「山口に伝法道場開かれ 大僧正に代って伝灯師を勤める。受者廿四人名、檀林外の付法の始めである。 」と り、そのあと、明治三年十二月から翌年春までの数ヶ月の記事が空白になっていて長崎滞在自体が記されていない
（５） 　相馬崇禅（一八二九～一八八八）については、藤堂恭俊
















索中の三島中洲と筆談を交わしたり（ 『瓊浦筆談』一八六二、学校法人二松学舎所蔵） 明治期 はいってもしばしば長崎に来航して中林梧竹が従学したことなどが知られている。馮鏡如のことは『支那三百画家伝』 （一九二五）に簡単な記述がある。
（
10） 　徹定旧蔵にかかる『新訳華厳経音義私記』 （個人蔵、汲古書院、一九七八影印）の巻末に、徹定の跋に次いで金嘉穂の三種の跋が残されていることから 彼ら 再会 果されたことを知る。第一の跋のなかでは、 新訳華厳経音義私記』の筆法が欧陽詢「道因碑」 似て、書体は北朝で使用された北魏以来の別体字が多く、 「菩薩処胎経」とも似ること、ま 則天文字を使用することから、唐写本であ
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ると審定している。第二の跋では、本書が玄応音義と並んで、佚文を多く引用している文献的価値を述べる。第三跋では、北朝別体字は漢魏の隷書体から変化したものであり、中国 は隋唐期に（特に唐太宗が王羲之を愛好したために）失われたが、日本では古い書体を用いたので、そ源流を知ることができるとして、日本古写本 価値を総括している。
（
11） 　藤堂恭俊「幕末維新の仏教界管見」 （ 『古経堂詩文鈔』別冊、三三頁、徹定上人遺文集刊行会 一九七七） よれば、金嘉穂の跋は、 『菩薩処胎経』巻二・巻三、 『大楼炭経』巻三、 『海龍王経』巻四、 『続華厳疏』十 時非時経』巻末、 『仏頂尊勝陀羅尼』 、 『十地経論』 、 『華厳経音義』巻下の九種が残るようであ 中田勇次郎「日本に請来された古写経」 （ 『中田勇次郎著作集』五、一九八五、二玄社）も参照のこと。
　飜刻（凡例）漢字は基本的に印刷標準字体を使用した。原本は朱筆の「。 」で句読を切り、返点送仮名を添えているが、翻刻にあ
たり句読は必ずしも原本に従わず、また「、 」 「。 」を用いた。文のまとまりを示すために、適宜、空行を設けた。各丁表裏の末尾に、第一丁表 「１ウ」の様にして示し 。碑刻体と楷書体など、漢字の字体の異同を問題 して「Ａ作Ｂ」のように言及している箇所については、 （図何）と 、後に該当箇所の図版を掲げて本文を示した。瓊浦筆談
松翁道人録
庚午臘月念四日、訪春徳寺鐵翁禅師、賦呈。唐有貫休宋恵崇 　君能継躅現神通 　丹青入妙参禅力 　南北分宗絶代功 　胸裡江山堪避俗 　毫端雲霧似談空 　今人不媿古人意 　天下風流属鉄公（
１オ
）




































































屢辱見招、因初来貴土、路徑未知、又因歳尽俗事紛擾之故 今蒙光臨甚喜。題詩不識栖禅地 　翻労訪姓名 　拈華同一咲 　対石話三生饒舌因頑鉄 　投詩媿報瓊 　携琴来大海 　何似法舟軽
（７オ）
」
旧是清涼衆 　今為震旦人 　名留居士伝 　不現宰官身





























































































愚而已矣。日下高僧杞憂道人、覩其書有憂心焉。 嘅然而嘆、蹶然而興。運衛道之神通力 出破妄之長広舌、作為此書、以破其説。誠恐日下之僧人、或有染其邪説 遂枝節々而博辯明析之、以祈勿習於紫色鼃声。蓋須弥山誠不可揺動 而自詡能挟泰山以超北海。或有信其虚矯者、夫三（
13オ
）教鼎立、豈容益而
為四。彼説苟善、亦胡不可依傅而行。今乃計弗出此 而欲奪釈迦之席、愚哉愚哉。其愚如是 其極其千古之大愚乎。彼嘗見闢仏乎、闢者自闢、仏固自若也。孟子曰、能言拒楊墨者 聖人徒也。今道人能言拒泰西、真釈迦之徒矣。為龍為象、為釈教干城、其（
13ウ
）力為何如、吾欽其人矣。永保堅固身、為海東護





























偶筆冰寒於水生於水 　青出於藍生於藍 　弟子学師識斯義 　不須随衆称和南破衣蔵珠仏所説 　千潭一月誰能参 　談禅筆下元易々 　不見紫瀾万物涵物出従来見空入 　声到耳辺耳向声 　倘取満月作旁証 　円缺有無何様生（
17オ
）
似過華厳海 　来従兜率游 荘園小天地 　曾説芥為舟
」
一禽息六月 　一虫鳴三秋 　小大各得性 　此亦逍遥游
」































我向詩禅知頓漸 　師従頓漸悟詩禅 　浪萍風絮相逢 　尚記詩家兜率天維摩丈室坐斯須 　相対談言只是書 　香馥金爐清唄動道人正是午参餘尊古自牧居士吟贈古経堂定公、時庚午除夜（
20ウ
） 。
次韵金嘉穂見示相訪同吟榻 　論談不売名 　言々皆錦繍 　字々悉瑤瓊貶小維摩詰 　探玄竺道生 　偶逢知己友 　自喜一身軽
」














文人胸裡有諸天次韵贈鉄公黙契金翁与 翁 　批詩評画一窗同 　笑為品字感奇遇 　鼎坐梅花書屋中
　又
世間塵事我何須 　禅榻論心信乎書 　自有篆煙呈瑞気 　空中結字異香餘（
22ウ
）






金剛序法苑詩、而見先生素心之所居。其所居既已若此、真可謂有道之士矣。定嘗謂蘇州之地 振古有豪傑士、多出于此。漢有四皓、晋有二陸、宋有范成大 有文衡山、僧則支道林、竺道生等輩出。所謂江山秀霊之気所鍾也歟 今捧読先生詩文 篇々圧倒今古之豪傑、足以窺其道義 蘊（
23ウ
）
蓄矣。古人云 目撃道存、先生即其人也。定何幸今得遇其人、窃以為天祐焉耳。綣繾之餘、竟書鄙懐以贈之。時王正初六日 梅花馥郁、黄鳥報春。仏嶺松翁道 拝啓 　　金嘉穂先生玉案下附以二詩前峯雪尽碧嶙峋 　傑閣哦詩瓊浦春 　風送清香尤快意 　梅花開処対高人（
24オ
）
華客相逢海外春 　語音雖別筆如神 　此游足償生平志 　執笏細評天下人副啓。向命進鄙稿、定多不留稿、只信笔言志耳。然尚存者有両三本、恨此不携来。但有客歳西游草一小冊、将須三五日、奉呈覧耳。自牧斎中抄出省字、以備不忘。
笑 　嘗 　嘆 　麗 　帰 　罷（
24ウ
） 　橋 　養 　芙蓉 　夢 　張 　
















圧倒天下書画船。而此一千三百餘年 紙墨、 然堅牢整斉、敝渝之患、定当寿等須弥山、在々有龍神呵護保守。爰為細校経中之字、如惣作惣、偏 徧、膝作膝、槃作槃、邉作邊 華作
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牽、英作英 閻 閻 妻 妻 施 拖 旃 旃 厚 厚 求求
 旧挍作永、譌。
持作持、全作全、推作推、離作離、極作拯、微
作微、對作對、族作族 係 俟 憑 馮 律
、夾作梜、佛
作仏、陶作陶、捜作捜 昬 惽（図４）数字未詳。真北朝之字体、証以北朝諸碑 一々符合、而筆勢（
27オ
）堅栗飛騰、頗極






邠啓白古経堂定公。即日伏惟、禅定綏安 法履亨嘉 為頌。頃賜佳醞、媿顔拝登。衆蔵題跋 悉已写就、並望指数。邠前呈五律、並為大衆書諸詩、雖信筆所成 未免敝帚 享（
28オ
） 、欲
択数篇入稿、却都不記憶。敬懇命侍者 録一草稿見付。謹啓賜詩和成、奉覧。天誕日 　邠 　
□














































































































































































































































矣。今又成再破、重索弁語。読其自序、已是窺見幽隠、禽賊先王、不翅大声疾呼。蒙更欲於何処立言、着仏頭之穢。雖然 不可無言以背道人晨鍾喚寐之意。至於其書之理確詞詳広羅群籍、以証其実而出精義、不肯自作言語、啓彼鑿空之誚 非博学閎覧、曷能若斯。下視泰西之憑臆私造 引耶蘇之 相較、奚翅虫鳴草間。不知（
46オ
）首簡以上帝之命、毋許崇拝偶像一語、已


























名曰瓊浦筆談。師今春投書於禅、附以彼二巻、嘱曰、嘉穂博学多聞、旁渉仏書、而詩如剣南 文如大蘇、豈尋常騒人 所企及也哉。禅三復読之、其詩澹雅而有裁雲縫霧之色、其文奇抜而有敲金戞玉之声 果如師之言也。就（
49ウ
）中有師嘗所著釈教正
謬一破再破之序、持論確切 而闢耶蘇之意 与師之微衷宛如合一符、頗可謂鍼芥相殺者矣。其他諸経序跋及偈頌、一々渾成円熟、尽善尽美、是雖其才力膽識之所致、而自非深通禅理游刃有餘地者 安能有至於此耶 由是観之、唐（
50オ
）山文化之盛、
固莫論焉、而仏日之未墜地亦可以知也。況於 人容貌性情皆可想像而見者乎。意師平生之懊悩一時氷解、而其客況 韻致不勝喜、亦宜矣哉。禅乃使筆工謄写一本、以供同盟諸君 電覧、敢請諸君辱賜佳評、則区々小冊子、亦当為 発（
50ウ
）大光明焉
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図版４
図版５図版６
